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今 年 は 何 かを「やってみたい」という気 持ちが あっても、前に
進 められ ないことが 多く、しんどかったなと思 います。しかし、
そのなかでも良かったと思えることもありました。 休校状態のなか
で 実 現 できたオンライン授 業 は、 学 校と教 育 委 員 会 の 距 離 の
近さの結果だと思いますし、また、夏には「知夫を元気にしたい」
という想いから、2 5 年 ぶりの 「かんこ漕ぎ大 会」 復 活や、地 域
の 有 志メンバーによる花 火 大 会 の 企 画もあり、子 供たちの 思い
出になりました。こういうところに知夫らしさがあるなと感じます。

「 知 夫らしさ」とは

高田 英 治
知夫村役場総務課 課長

島 前 3 島 のさまざ まな 情 報 をお 届 け
しま す。各 島 い ろ い ろな 取り組 み を
しています ので 、ぜひご 覧ください 。

Takata Eiji

島前3島
情報

学 習 塾 を 実 施しています！

西 ノ 島

福井小「歩くんジャー」で
　　　　　　　　海士を探検！

海 士

小 学 生 の 知 夫 探 究 が 進 行 中！

主に月曜と土曜、学校や「いかあ屋」
で行われている西ノ島町の学習塾
に今年は新たに中学 1 年生 4 名が
入塾し、タブレット教材なども使い
ながら講師と一緒に勉強をしています。
昨年度から、高校生もボランティア
スタッフとして土曜の塾に関わるように
なり、中学生からの質問に答えたり、
勉強することの意味について一緒に
考えたりしています。

福井小学校で毎年恒例となっている
「歩くんジャー」が今年も実施されま
した。子どもたちが歩いた道のりは
2 日でおよそ 30㎞！ 途中、保々見
地区ではお年寄りの皆さんとゲーム
を楽しんだり、お茶を飲みながら昔
話を聞いたりと、貴重な時間を過ご
しました。そこに高校生も駆けつけ、
場を盛り上げてくれました。

小学校 5・6 年生の総合的な学習の
時間では、知夫についてテーマを
決めて探究していきます。9月1日には
島前高生がサポータ―として授業に
参加。小学生と高校生がペアを組み、
何をどのように調べるかを考え、活動
の計画を立てました。小学生はこれ
から何をすればいいか明確になった
様子。10月には中間発表が行われ
ます。今後の活動が楽しみです！

知 夫

口村 善澄（くちむら よしずみ）

毎回、島前内の友だちをつなげていきます！
今回は吉井玲香さんからの紹介です。

No.6
島前約5,700人 ～ 編 集 後 記 ～わっ！

イラスト： 亀 谷  和 奏（ か めたに  わかな・2 年・海 士 ）
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口村左官 代表

今号では、魅力化を支えてくださる知夫の皆さんからじっくり
お話を伺うことができ、改めてこんなに素晴ら
しい方々に見守ってもらえる幸せを感じました。
高校生はもちろん、私自身ももっと知夫の皆さん
と関わる機会を作っていきたいと思います！

隠岐島前高校コーディネーター　新立みずき

コロナの影響によりすっかり間があいての第6号となりましたが、
無事発行でき嬉しく思います。また、今号からこの『しましま』を
島前3町村それぞれの回覧板で回していただくことになりました！
魅力化プロジェクトがより一層、身近に感じられるような発信を
していければと思います。

皆 様に支えていただいて、口 村
左官は来年 30 周年を迎えます。
今後も自分の体がもつかぎり、
帰って来た息子共々頑張って
いこうと思 います。
今 後ともよろしくお願い
します。

島前の、

魅力化プロジェクト総務　増谷実香
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デザイン・監修  南貴博 / デザイン  浜中ひろよ

今号のテーマは「大切にしたい日常」です。
こ れまでの “ 日 常 ” が “ 日 常 ” でなくなった
今 、“かけがえのない日 常 ” に対 する皆さん
の思いを、教えてもらいました。
また、本 号 から３回にわたり、島 前３島それ
ぞれにスポットを当てたいと思います。今 回
は 知 夫 で す！ 皆さん の お 話 を 聞 け ば 聞く
ほど、知夫の自然、人、そして日常すべてが
愛おしく感じられます。

写 真：新 立 みずき/ 知 夫 の 朝 焼 け（ 赤 ハゲ山 ）



仕事の合間に船を出して海へ行ったり、畑
をしたり、自然との触れ合いや様々な年代
との交流など、お金では買えない贅沢な暮
らしを楽しんでいます。手つかずの自然と、
お互いに顔を知っている環境で過ごす日常
に幸せを感じます。

日 野  昇
ひの　のぼる

［知夫村］
Summerプログラム協力者

さん

Q.どうして生徒会長になったの？
A.学園祭で先輩が胴上げされているのを見て、人を引っ張ることに憧れた
からです。 胴上げは、全員がその先輩についてきた結果。今までは誰かに
ついていくばかりだったから、一度は引っ張る側に立ってみたいと思いました。
Q.学園祭をやってみてどうだった？
A.例年よりも制約が多いなかで、何ができるか考えなければなりません
でしたが、あの執行部のメンバーだったから全く苦ではありませんでした！
3学年混合の執行部に挑戦しましたが、後輩も忌憚なく発言してくれて
嬉しかったです。
Q.将来の夢は？
A.知夫に恩返し！ずっとここにいたいと思える島だから、そう思ってくれる人を
もっと増やしたいです。知夫の良さは、「包み込んでくれる感じ」。私が生徒
会長になった時も「生徒会長！」と声を掛けてくれ、みんなで応援してくれる島
です。「子どもは宝」と言われて育ってきたから、今度は私が宝を育てる番ですね！

改めて感じる “日常 ” のありがたさ。そのなかで幸せに
感じる瞬間は？ 「 知夫の好きなもの（こと）」と合わ
せて、高校生や地域の皆さんに聞いてみました！

Q.島前高校卒業後に、知夫で働くことを選んだ理由は？
A.一番は「島前の人たちが好き」だから。高校生の時は知り合った西ノ島
の方に島親さんになってもらえたり、そして仕事も知夫の方に声を掛けて
いただいたり。一介の高校生なのに親身になってつきあってくれる、人の
温かさを実感しました。そして今の仕事では感謝されることが増えてき
たなぁと感じていて、それがやりがいにもつながってます。
Q.社会人になって何が変わった？
A.高校生の時は自由に振舞っていたけど、社会人になってからは、人に対して
何かを返したいという気持ちが生まれたり、その後のつながりを考えるようになった
りして意識が変わりました。徐々に自分の態度や会話が変わってきたと思います。
Q.高校の後輩たちにひとこと！
A.高校時代は何でもできる貴重な時期！ 変なプライドを捨てていろんな事
に挑戦し、精いっぱい楽しんでほしいです。

みんなに聞いてみた！

育てられ、育ち、育てるパーソン注目 島 に 残 ることを 選 ん だ 島 留 学 生！
卒 業 生 インタビュー

油 井  直也

今だから感じる日々の幸せは？

Person!!

山 本  笑 里
やまもと えみり ３年 知夫村

あぶらい 　 なお や
平成28年度卒・大阪府出身
合同会社島守ちぶり勤務

毎日、朝夕と地区をまたいで散歩をする時に
出会う、知夫の景色が好きです。特に来居から
西ノ島・ 海士が見られる景色や、水平線を朝日
が昇る景色はいいですよね。また、今年は25年
ぶりに「かんこ漕ぎ大会」が復活して参加したの
ですが、みごと優勝し、良い思い出になりました。

隠岐島前高等学校推進協議会
副座長

崎 慎吾
さき しんご

[知夫村]

さん

周りに魅力的な人がいるので、毎日幸せです。
コロナで休校になった時も、家族や知夫の人
たちが近くにいて1人になることはなかったで
すね。最近では体育祭を通じて後輩とも仲良く
なりました。知夫は小中一貫だったので年齢に
関わらず友だちを作れるからかなと思います。

能 海  瑠 生
のうみ 　るい

［2年 知夫村］

知夫のみんなの仲がいいところが好きです。
小中のとき先生や同級生との距離が近く、
今でも毎日のように連絡しています。 最近
楽しかったのは先輩３人とピクニックをした
こと。みんなと話す時間も、１人でいる時間も
両方が大切です。

柴 田  若 菜
しばた　わかな

［2年 知夫村］

今年の夏は、島外に出られなかった代わり
に、夏の島を満喫することができました。普段
は行くことがなかった知夫にも、島親さんが
きっかけとなり何度か足を運びました。これ
からは周りの友だちもどんどん誘って、一緒
に知夫の魅力を探していきたいと思っています！

公 受  暖
おおやけ　だん

［2年 千葉県］

知夫の人たちは、信じられないくらいの抱きしめ力
を持っています。夏は観光客がいなかったので、

「食べていけるんか？」と心配してくれました。人
だけでなく自然も大好きで、私にとって知夫は完璧
ですね。とにかく全部が好きで仕方ない。抱え
ている課題も含めてここで生活しがいがあります。

さん余 島  睦 美
よしま　むつ み

［知夫村］
公受暖 島親

島に残った生徒たちのために初めて企画
されたSummerプログラム。
たくさんの経験を3島でさせていただきました！

サマー
プログラム

 Summer Program
Enjoy!


